
１０月26日の「どんぐりsカフェ」は、高森

山周辺を会場に、「自然豊かな高森山でどんぐ

り標本を作ろう」と題し、子供たちとどんぐり

採集を行いました。子ども25名、保護者20名

の計45名という沢山の方にご参加を頂き大変

賑やかな会となりました。

日本には、どんくりの木が22種類あります

が、そのうちの6種類をそれぞれの標本箱に分

類して納めました。最後頂上では、どんぐりの

コマで遊びながら＝写真、マテバシイのどんぐ

り入りのおにぎりを召し上がって頂きました。

こども達も拾って比べてみるうちに、どんぐり

のパンツ（殻斗）や葉の違いに気づき、お母さ

ん、お父さんに手伝って貰いながら自分自身で

標本箱を完成させていました。

どんぐり拾いを通して自然の中で遊ぶ楽しさ

を感じたり、新しい発見をして貰えていたら嬉

しいです。おにぎりについては「クリみたい！」

と参加者の方から声が上がりましたが、薄味の

栗ごはんのような味で好評でした。また、前日

までの準備、開催当日ともにスタッフの皆様の

多大なご尽力により楽しい会にできました事、

心よりお礼を申し上げます。（作本 あゆみ）

電話または直接面接会場にお越しください

☎080-5297-8956（長谷川）

面接相談会日・会場

１１月１７日（日）グルッポふじとう

１２月１５日（日）グルッポふじとう

（いずれも13：30～15：30）

●当会会員の一級建築士が相談に応じます。

●開催日・会場

１１月２４日（日）養楽福祉会たかもり

１２月２２日（日）養楽福祉会たかもり

＝春日井市高森台5-6-6

（いずれも13：30～17：０0）

参加費；無料

連絡先；☎090-6330-4393(浪川）

ふれあいだより
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●最近の「どんぐりｓ」の役員会は、蝶に

魅せられている。7月は 山梨県北杜市のオ

オ ムラサキ自然公園 （オオムラサキセン

ター）に、９月は長野県宮田村「アサギマ

ダラの里」に視察に行き、オオムラサキや

アサギマダラの乱舞に目を見張った。●高

森山では、絶滅が心配されているギフチョ

ウの食草である「カンアオイ」の保護を以

前から行ってきた。この秋は、アサギマダ

ラが蜜を吸う「フジバカマ」や食草の「キ

ジョラン」を南口散策路近くに植える作業

を行う。長旅する蝶が、しばし羽根を休め

てくれないだろうか。ギフチョウやアサギ

マダラの乱舞に子供たちが目を見張る日を

夢見て作業する。 （明賀 雄二）

役員会から

１０月の「どんぐりｓカフェ」から

高森山でどんぐり標本づくり

すまい困りごと無料相談

ハート・ほっと・ルーム



どんぐりｓ役員ら9人が9月25日、飛来が減

少している旅する蝶、アサギマダラ（＝写真）

を増やすにはどうしたらよいか、先進地の長野

県宮田村「アサギマダラの里」を視察し、関係

者から保護対策の説明を受けた。

アサギマダラは、越冬地は関東以南の暖地で

あるが、成虫となった春から夏にかけては北方

に向かって移動しながら世代交代をする。次世

代は晩夏から秋にかけて南方へ向かう。和歌山

から香港まで、約2500kmを82日間で移動し

た例が確認されている。

アサギマダラの幼虫は、食草の毒を体に取り

込んで身を守っている。また成虫がゆっくり飛

ぶのも毒を蓄えている為と言われている。成虫

の主な吸蜜植物はフジバカマ。準絶滅危惧種で

良い香りのクマリンを含む、ピロリジジンアル

カロイドの毒も含んでいるが雄の性フェロモン

を作る材料となることからフジバカマに飛来す

る約9割は雄である。

アサギマダラの里では、2014年から4700

㎡の敷地にフジバカマの原種、3900株を大町

市から移植し管理をしてる。近年の地球温暖化

が引き起こす気象の変化は、アサギマダラの渡

りやフジバカマの生育に大きな影響を与えてい

ると感じた。アサギマダラの里の10年間は様々

な問題に突き当たりながら今日の姿があるよう

だ。我々が取り組むにあたり心しておかなけれ

ばならない。春日井では食草のキジョランの育

成も必要となる。高森山の自然環境整備に一層

のご協力をお願いします。 （山口 正恵）

１１月１６日の「どんぐりsカフェ」は、「グ

ルッポふじとう」で「高森山のどんぐりで『ヤ

ジロベー』を作ろうと題し、木工教室を開催す

る。対象は小学生で、木工家の加藤善夫さん

（どんぐりsの役員）が高森山で集めたどんぐり

などを使い 、丁寧に指導し木工の楽しさを伝え

る。また、木製のどんぐり型コマの着色も体験、

個性豊かなコマで「コマ回し大会」を行う。問

い合わせは☎０９０・１２８７・１２５８。

自然の不思議さに感動
自然の造形美は本当に素晴らしいと思う。

なぜこの様なデザインを身に纏っているの
か？なぜこの美しいフォルムなのか？ 不思
議でたまらなくなり、つい植物や昆虫を見
つめてしまう。神様がいるのなら、相当な
芸術家に違いない。

大袈裟になってしまったが、若手の保育
士だった頃、クラスのこども達と初めてツ
マグロヒョウモンを育てた時にも、さなぎ
のそれを見て本当に心震えた。 先輩に教え
て貰いどうなるかは知っていたが、実際に
さなぎに金色がついてるのを発見した時、
宝石みたいだ！ と興奮したし、どの様にし
てこの金色が作り出されるのか？不思議で
ならなかった。

この度、お手伝いに行っている保育園の
クラスの飼育箱の中に、ツマグロヒョウモ
ンの幼虫を発見した。若手保育士の担任に
どんなさなぎになるか知っているか、尋ね
た所知らないと言う。先輩ぶってとにかく
すごいから楽しみにしていてと伝え、その
日を迎えたが、担任、こども達ともに金色
を見て大喜び！！.

大人もこどもも、自然の不思議さの前で
は一緒だなと思う。新人の保育士とかつて
新人だった遥か昔の自分の喜びの顔が重な
り、再びこの思いをもう一度味わえた事が
有り難かった。 （作本 あゆみ）

私の朝・昼・晩

旅する蝶「アサギマダラ」

舞い姿夢見て研修

高森山のどんぐりで「ヤジロベー」


